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中学校国語科教科書で設定されている
学習の振り返り
菊田尚人
本資料は，平成28年度から使用されている中学校国語科教科書で設定されている学習の振り返
りを整理し，一覧表にしたものである。教科書唱は東京書籍，光村図書，教育出版，学校図書，三
省堂の 5社の中学校l年生から中学校3年生までのものを用いt.:oなお，本研究では凡辰り返り」
という共通の用語を使って整理しているものの，各教科書会社によってその記述のしかたは異な
る。東京書籍は f学留を振り返ろうJ，光村図書は「学習を振り返るJ，教育出版は「目標と振り
返りJ，学校図書は読むこと に関わる教材では 「ついた力をたしかめようJ，話すこ と・聞くこと
や書くことに関わる教材では 「学習を振り返るjもし くは [学習を振り返ろうjという見出しが
ついている。また，三省堂は読むことに関わる教材では「目標jにチェック欄が設けられており，
話すこと・聞くことや書くことに関わる教材では「学習を振り返るjと見出しがついている。本
資料では，教科書に学習目標がl3jj記されている教材を抽出し，それぞれの教材におけるよ記の笛
所の記述を日震り返りJと捉え，整理した口
表の作成にあたっては，それぞれの教材について，単元名及び教材名，学習目標，学習の振り
返り，領域の 5点を教科書から転載し教科書の掲載)1買に一覧した。
中学校国語科教科書に設定されている学習の振り返りについて調査した研究は管見の1mり見当
たらない。本資料を通して 学習を振り返るという活動がI~コ学校国語科教科書の具体的な記述と
してどのように設定されているかが一覧できる。 そのため，国語科の学習活動でどのように探り
返りの機会を設定するかを考える際の資料として活用されることが期待できる。
-223-
南青離(1年)
|単元名 |目擦 振り返り
1認開2盛すくこ一とと・
|言葉を楽
話し方はどうかな -話し方について知り、声に出して文章を読む。
持の心一発見の喜び
o謡言給霊場作味葉安薬血品わ倍録手か時のう禽3意らtぴ臨l味一鵠仲品を自裏際取間分残っ錐踊の存たに人手工こ物是の夫とえゆ疏のをしも恕て層誇と花いヲを守に2香安音想容蕊注広読像仕意〈しをす上tして膨λげtて読らる肩みま幅島隊せわ葎車自うa分百のア
読むこと
小さな発見を詩1:しよう 警<;::と
飛べかもめ 読むこと
思いを淀
える さんきち
作話勝筆味宇捉の者品のわえかの内のう内.誌ら容文酢容読当カ事みを砧深の読取ま脇魯品っ付っき取た方入こるりにと広.市つをがいもっ販てとたにり自想さす面分像るのをよ目膨考うならえ活まをよせ待り再、つよ自。い分扉の
読むこと
会話が弾む質的をしよう 話聞すくこことと・
オオカミを見る呂 読むこと
分すかく伝りえや -普段の生活や自分について娠り返り、審くための材料を ふ材集伝口だ料めえ連悠材んを全、ふ伝め盟匁料のいさ咳たを生えを附わ査広絞る材す活容し肉げ料いりるやに盗容な肉をる自むをがもど容さ分た考しとらをわにてめえ考しつ寄登たにlえい自、〈理か文たfて分1し切章か8伝に1頬M，俄段りDつし返成材落いてでり料のて見奮を知役出審い多っ割し〈た1てを〈を挙かも付め考げbaけのえうたる材てたかな料め.どをに
る 1揖成を考えて磐こう
材集伝料めえをた、伝分いえ類内るす容内る!こ容な4 を考える。 警くこと「私jの説明文 どして務理し、備段成落での盤役く割。を考えて、
、さわしい文章
ロど内しんて容な繋の織議ま成しとのたまか文りご。章とににし段た落ら分かりやすくなるかを考え、
容 を分けて婆いたか。
スズメlま本当に減っているか -事文感捉実章想えのとるや筆。内考者容えのやを考持、筆えつ者と。をの読もみの分のけ見な方が、ら、文章の展開を考え方について、 読むこと
与)..1.'-;自 ヲ相 根担Eを司月殺に示して自分の 奮説意口口い得貝説線た力を得俊文の書を章力あじ訟J明ををた~1持確互かRにいつ鍵。示よにをう読考しなてみえ具、合意体栂い見的拠文な根を根を明憾書拠確のいにを明た考示確かえしさロてたやか自説分a得の力
根拠を籾般にして惑こう
側惑ないどたを確文か章めを互合いう。に読み合 根拠の明確さや説得力
響くこと窓史文
考とえめをるま
具体例を挙げて伝えよう .J主体例大とりをきや取さすやりく入認効れす果速、的順さな序、話聞立のして方取てをりilす方をるな組。どみl立てる。 認すこと・
fことわざ」スピー チ -芦の こ気をつけて、 mJくこと!羽き
古典の世界
古麟主償世著奥界オ書ににる警は儲p他出さ護まるざ法5.ま7辺器注種意類織しのて作音品凱議泊fあ古る長文ことの話を読知み日り方に哀の
読むこと
{;Il曽保物語 読むこと
伝統文化
に触れる 竹I投物g 読むこと-古典の作品に;苦かれた人間の心のありようについて
矛盾
議詰帥諜長成前室驚司主祭決、まで調性り開べ読り(描端漫叫文端特措有刷語村X読宜ムにを議U昧わM長う、 談むこと
案内や報告の文議存裂こう 盤く」と
|作品を読 少年の8の足1い出 読むこと
.・-f作図作青報品表品のへをF中読のB高いみ戒捜てし深の情方め工報とる夫情を。に報効つの果い用的ていi、二皇亙伝盆玄え皇る与。室三J主をもっ
ニ学ュ校ー新ス開のの51>記方事手を考議えこようう ける。 読む」と
喜善<;::と
-お互いの体しや緩すやい考努え図を気出し合っ、て体塗験淫やし考たか。
口発言 を作り えを1刻霊的に
口出出しし合合っったた体か験。や考えの共通点を見つけて襲攻した
話グルし合いフ、でデlィ翌ス解:を深めよう -お互いのの発体言験をしやっ考かえりをと出聞しき合、って整理する。
か。 話すこと・-相手 話の方向を捉えて自分のィ カッション 考えを認す。 開くこと
表現を考
える
作品のよさを伝えるという目的に沿って、若草2童文を塁審くため
作品のよ3建さ文を表演しよう
歌の鑑 ・作の品材中料のを集表め現を、自根分拠のに考してえ、を感まじとためこると。や考えたことがよく 馨くこと
伝わるように銭斑文を撃し
光村fSli整(1年)
!単元名 隆一担名 eH事
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アイデアを出して話し合う F| 
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文j去3単誌のいろいろ 自理立解語すとる付。属口語、活用の有無などの、分類の基準Lついて 言gB
単冗名
一教主材名1童図雀(1年)
!目標 探り返り M豆一一
言会菜誌のの力表渓などを手控トかりにして登場人物の心JlIlを
-成長するとは伺かについて考える。 考えることができた。風呂場の散~-絞&-物諮 考える力 読むこと-会話表現の特徴と効果を促える。 成長や自立について考えることができた。
知」言心i企葉厳益理のや企の妓力重変能盗化人物QLli_え方についてま日ることができた。
心理 を表す表現を捉えることができた。
字のないZ喜怒 -家族の絡を考える。 考家え族るの力紳について考えることができた。 読むこと心I呈の変化を表す表現を捉える。
終ー家族 知小識説やと波l随書想Eの高いを知ることができた
の中で 白菜のカ
小説の展開を考えながら、喜善かれていることの意味を
従えることができた。
兄ゃん -仲間の粋を考える。 考えるカ 読むこと-展開を縫える。 登場人物向土のつながりを促え、仲間の併について
考えることができた。
コ知作仲メ識ン間品やトをの筏を読コも能みメとンに比トスべをピ内、ー共容チ通ごを点と娠とにり棺整返違理ろ点しう予、(コ見知メ出るンしこトをと・マつがッけでプき、をコた作メ。ンるト) 
認す・聞く1
-スピーチの仕方を身につける。 ーマップにまとめてみよう。自分整の理スしピ、ーチがどつ主のなけよどう、に受け 話f釘すこと-お気に入りを紹介しよう
止言り表のめ葉現振らのにれり力返即たりしのもてか芸、書具いま体てたお的、スこなうピ謹! ー チをしてみた感惣 自分な
くこと
意味を説明することができた。
社会の中の生を考える。 考える力ものづくりに生きる
-展開に卸して婆旨を捉える。 社会の中で働くということについて、自分なりの考えを 読むこと
知言待3キ援葉Xつ重やのよワの二技力と層能がド階での制き表~~た沼ミ勺2aしTてい尊る旨こ多と総蓋えることができた
を、整理することができた。
摘自然と関わる生を考える。 考える力変わる動物園
成に即して主張を捉える。 人間と動物・自然の関わり方について.考えをまとめる 読むこと
知-言ごt2誌葉局と霊的やのが笠怠技カで表盗能き現塁た1の固三治って 筆者の主張を促えると左ができた
意味を促えることができた。
奈々子に 綬から子へのメッセージをを考捉える。 考詩えlるカ 読むこと詩的表現の工夫や効果を える。 こ込められたメッセージを促えることができた。
生命『命 知-Ei奇E的やな技表能現の工夫と効果を捉えることができた
の鎖
言お葉がのjな力表現の問いかけに応えながら読むことができた。
何にでも値段をつける古道奥 -価値について考ながえる。
考最話え後しる合の力う質こ問とにどう答えるか考え、ものの価値について i涜むこと還のおじさんの筏 -表現に応答しな ら読む。
ができた。
」言知題i葉主睦盟名のや主が技カ蓋{可能亙を意Q21寺色について考えることができた。
昧しているか.説明することができた。
知織の樹木 「ー音遊び」抄 -認i訟を獲得味すする喜方びについて考える。
読むこと体験を吟 る j去を錠える。
考知認体識え織験るやのかカ技方ら能分法かにつつiいて考えたことをまとめることができた。
たことを表現することができた
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響く1私のブックデザイン -本の理主力を伝える |密(;:と
百莱の力
主主Eをl]Eえて、自分なりのうEイトルを考えることができた。
木議 -小説の主題について考える。
考知一気お重え識も金にるやしな企カ筏ろっ堕隆さ全EをD表味轡現JわEうを気こ知にとる入がこつでと士きが衰たで弱。きにたついて考ぇ 小観の
読むこと
言葉の力
文章の悦i量を考えて、作品を朗読することができた。
-想像力の役えと割エをピ考、える。
考えるカ
~飛ぶJf.f.;去のほうき
筆者の考え ソー ドとの関係を読む。 知想筆識像者やが力妓のそ能の役エ割ピにソつーいて考えることができた。 読むこと
ドを取り上げた淫白を理解することが
できた
言『案山の端カとろろJとこの物語の関係を説明することができた。
ぬすびと箇 '~J~カの役割を考える。 考えるカ 読むこと-モチ フーを吟味して主題を捉える。 知和識IJi盆や力技の能役割について考えることができた。
モチ フーから、物語の主題歪.lAえることができた
白菜の力
ショートーショートの構造や表現について知ることができた。
二十年後 -人生'i運命の不思議さを考える。 考える力 読むこと-短縮小説の技法と特色を促える。 知人識生やや技i運能命の不思滋さについて考えることができた。
ショー トー ショート作品のおもしろさを紹介することができた
インヲピュ をlmり返る
群像出 友達からのコメントを肉幸子ごとに整理し、 ;欠のことについて
会いと発
話①し-イ合どンのいヲま質ビし問ュょがーうを。受けた経験から見
質問 答えやすかったか。(理由も考える)
-どの質問が答えにくかったか。{理由も考える)
②イ相ン手9のビュー をした経まく験次かのら質
答えからう 悶をすることができたの
認す・聞く2
-友達の考えていることをより深〈知る。 はどの時か。 絡聞すこと・インヲビュー をしよう .!思うように話が展開しなかったところはと'こか。 くこと
③記Eど自Z録のが分のよ務がう立んイな場ンで答宇かいえビらるのュとー時感を、じ誌すたがるの仰展はlだ開どっしのたや場らす面こかうっ聞。たいかた。という
③-全よI曇体いiを質はi問最なりとか返はっどたてうかい。うものか。
‘インヲビューする上で大切なことは何か
言言葉葉のに力ついて翻ベて書くことができた。
片言を言うまで -言品葉と心の関開係を考える章。の
考知一言調古え緩葉文《るやとて特力筏4司有じ能書の〈の方関リムわズ告がムりにおをつか疎いて 考えるこ企ができた.
読むこと-昌菜と心の係から文 主題を捉える。
った
味わうことができた。
姫の物語う翁の物i苦ラ . ~富り手が伝えようとしたこ古と文を特従有える。
考語えりる手力が伝えようとしたことを捉えることができた。 続むこと竹取物i吉 -内容を1m角号して音筏し、 のリズムを味わう。
知内i設容や理技解能を踏まえて音読することができた
言資葉場の人力物や語り手のi重いを捉えて音読を工夫することが
とらわれた心に突き立つ矢 -語場り手人の物もやの語のり見手方のをも捉のえのる見。方 考でえきるたカ。 読むこと一宇治拾造物語 -登 を絡まえて、音読する。 語り手のものの見方を捉えることができた。
伝統ー 跨 知肉I龍容や理筏解能を生かして音読することができた
を越えて
一考勉争言書盤で1ゆ葉援え習2歪文きむるのやあ下符華にカ緩力妓がし有麗、舵J文っ感笠の返たかじ盟リる新たらズ孟ζ原聞ム主と誌記を童、の事昧考血を内わえ三読容たうバこ当をζpと捉で主がをえ笈で次話るL金きのこt孟合よと且いがう7まて4立i級きし主ょ点た主う.を. s
高主Z算成諮 .t書き下し文でjE京し5、2そのの肉内容容をとi足特えaる。 読むこと-自II~売文を音読 有のリズムを味わう。
審く2隠れた世界を知る 身近な出来事を報道文で伝える。 警くこと
・記文4賛事章成の内容まとめ方
rど
まなちゃんの道 -自己との向lのき特合長いや方意をf考え~!足るえ。-回想表現 毅をえる。 言考知言筆で自誌葉えき者分るの1やたがをの力カ後著あ自書能〈分りζ剤¢止子の師室供時時す司代こるつを言どい葉うて押疑考えええてるるいζζると酬かb説ででき明仲たす.るζとが 読むこと
エー ミールへのf僕Jの思いを表現に却して説明することが
少年の日の思い出 -他者と関わ造る自己物を考関え係るを。促-諮りの檎から人間 える。
シェー クVS/¥ナナースプリッ卜 -表現を通じたtで他読者むと方の;去関をわ捉りえをる考。える。 読むこと
世界関 独自の視点 た。
係の中で
実ることと読むこと
言葉のイメー ジ・絵のイメー ジ
読むこと
言平葉和のへ力の患いを伝える言葉を提えることができた。
自由E寺「イマジンjー(妙ル)ズ 考える力
ストロペリーー フィ の嵐に 平和への怒いを伝える言葉を探り、自分の思いを諮る。 平和への思いを伝える言葉はどのようなものか考えること 読むこと
吹かれながら ができた。
長考知知E飴術2え按脅誌の評る持や紹表の力筏伎現介方能金迭文と1そを盟の寄知与創〈るこ監造こcとにが当つでいきて盟た考。.えLることができたa
言葉のいのち 批評の方;去を学び、誌の創造について考える。 読むこと
|単元名 |教材三名省堂(1年) 領土産
害口考登議場え場面方長人の事物田綬僻の樹え気やる待愛白妻高ち場の人高変物化の扇をけ苗縫与えにる注町，意 ものの見方や
読む」と斡のリレー
して読み、 読む」と
新界しいへ世 オオカミの友だち
学気目習標づをいを振もたりうこ返一とる度をノ従ー認トしになメがモらし学てお習きをま振しりょ返うり。、学んだことや 5聞すくことと・聞ためき上手.ピ1i5ーし上手になるにスチ
ロ-肉zE段容去落みをと手読提段にみえ議わる取のか2る関り.や憶すに〈着伝目えしるなたがめらの文章の展開を縫えクジラの飲み7)< 、筆者の表現の 読むこと
わすかく{云りやえ
る ID司べたことレをポ後ー理トして、わかり 学や目習標気をづ!JRもいりう返た一こる度と夜認しながら学習おを娠きまり返しょりう、学んだこと m:くことやすく をノー トにメモして 。
空中ブランコ乗りのキキ ロi受曇函t詩の人展物開の判や登場笠人型物Uのこ儲かれ方自に分注の意考しえて事読もむつ。 銃むこと
かかわり
口 釘iやついて
をとらえ
学気自留擦づをい!JRもたりうこ返一とる度をノ政ー認トしになメがモらし学てお習きをま振しりょ返うり。、学んだことや
認問すこと・る チームのカを引き出す質問 くこと
口ロ簸オ図者ノ表マのとト考文ペえ章のをと意読の妹み関や分係効けに果る注に。意つしいなてが、ら8、事実とそれい基づく食!滋のオノマトベ 読むこと
分の考えをもっ。
情み報総を〈読 呂的すや相手に応じて、1官報を編
集 る行取案内リ フーレット 学自習援をを振もりう返一る度硲認し芯がら学習を振り返りましょう。
魯くこと
竹取物語 一口ロ一に現古鮎文代川のと1るの仮。つ名な還がいりや一を十、J考漢ズえム文て蜘にEをi主みリ意ズし物ムて語音にの読注お意しもしし古てろ奥さのに世訴 読むこと
古典に学
，コ、
-自1，五の仕方5'tけに継ふがれれ、漢て文言1lIのリズ成ム詩にの注由意来しにてつ音t読する。
故事成語ー矛盾 -現理代解にをも;~受 いる故事 、て
ロ措口考音要現玄波え旨代関をすをに百億も促る勃ものっ.え受例ーるけを。継繭中が心吋れ=て語文い化る蝕事成語の由来tごついて
読むこと
深める。
の慈見と理 を読み分けて、
読むこと |玄関扉 の遠いについて、自分の
論考I霊え的るに 論81理i告で迫るか、感情に訴えるか
ゲーム 学的;邑昌習標な示を討をし振たも論りうり返の一しあるて度りお確方き認Jまにしつなょいがうて。ら学習を娠り返りましょう教、f理惣、ノー トにまとめたり、 室に
E間Zすこと・
くこと
変わり身のよ銘
で議ロ口成す変自舎誌表作寵りる分到化の琴品変.引をのゅ詩十二わ捉考着の締台っえ、こ包歌戒たるをJしのEも.ぱなの踊工っσがの夫.意ら特まを読味践徴みを切扇や的取雰そ帰玩り囲引のこ気特そ提豆を徴のえと効て原う効ま、果内〈研に縫に容つえをつい碕た理いて表解百現自が分
轡くこと
.x寺の中のことし1なのが意ら読昧みを的、そ夜のに特IJE徴えとて効、内容を理解自す分る。
見えないだけ 表意現見にを着もっ目。 果について の
J 読めみ合をつf~ 少年の日の思い出
く多角鑑的賞な文視点で作品を読み解 学気目習標づをいを!JRもたりうこ返一とる度をノ確ー認トしになメがモら学習おきをま娠しりょ返うり。、学んだことや 書くこと
してお
この小さな地球の上で ロ口的も地文の確章球のにやに見捉出人方えて間るやくに。る考対語三す万句るのを筆広意者げ味のるに考。つえいて、 文脈にそって方を読み取り、自分の 読むこと
4見聖1f子を広
学気巨留擦づをいを!JRもたりうこ返一とる度をノ確ー認トしlこなメがモらし学てお習きをま娠しりよ返うり。、学んだことや
る 認思Eいや感覚に向き合い、考えを 響くことかなものに意見文
即興産1Jにチャレンジ 役に応じた表現を工夫しながら楽しむことができましたか。 I!聞2すくことと-
ロ特変f文背化徴景脈をにやの読つ行中みい動の取てのこ考ると描。えIt写をのにも意表っ味現。をさ的れ確てにい錠る、主人公の心情のトロッコ
え、表現の工夫や 読むこと
つながり
を考える
学気自習擦づをいを振もたりうこ返一とる度をノ確ー認トしになメがモらし学てお習きをま娠しりょ返うり。、学んだことや
笹〈こと一年間の自分とクラスを振り
返って 話聞すこと・
くこと
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|単冗名 一塾メッ主笠セ金主ー一登ジ一を笠一ど_(_g年)
う聞くか
lト言葉忍をv 感 短歌を楽Lt;
じ 短歌のリズムで表現しよう
感想‘を深
める
工{云夫え方すをる
説高得め力るを
伝を統楽文しむ化
fわ苗写うを味
効表果現的すlるニ
字のない菜答
卒業ホームラン
問主E意i世を持ってj溜」う
鐙宣告
ilI耳ベて考えたことを伝えよう
哲学的怒考のすすめ
意反対見主文主
ブ説レ得ゼ力ンのニある提案をしよう
子一シヨン
牧草子・徒然草
平家物路
，員百寺
依絞状やお礼状を塞こう
走れメロス
「正しいJ言葉は信じられるか
'Jウ辺~の lìc~容を推滋しよう
話しン合クいマでッ問プ題にをよ殺る討d3しよ合うし-l):_"7?'f:1 I:: J: ~ð苦し 、
短いき歌いかきらと始箔まきる出物そ語う
表笠盟登笠笠i
塾亙At
アイスブラネy卜
枕慈子
振り返り
酵さE
談むこと
害警くこと
読むこと
読むこと
附話すく、ことと
読むこと
-ふだんの生しあ活てるやおこメと分デをィのもア考となえにどを、でま自見と分i部めなきたりすかのる。テこーとマかをら設テ定ーマを決め、E味理望号
。輿の した
ふ調檎決だべめ成んて、をEの分工踊査生か夫しっ活しーてたてや自事レメ分ポデ実のーィやア考ト自なをえ分著ど書をのでくま考。見とえ飽めがきる明す。ることからテーマを
か。
確に伝わるように、
調一構日口旦べ成ま姐事て子をと一重実分工めマ量とか夫たl自墨二っかし沿匁た主てーっ星の茎レ第てが主実考主やえさ旦トとま自三をさ分割書区まの巨い別怠盆考た情しえけかて報カヨレを費E原ポR集F確ーめをにト考てを伝考織えわぞえ成るを示しよたし剥たかこ. 
響くこと
-・3筆考識の者え進のを持め考つ方えなを従どにえつ、文い章ての、知内i容龍やを体読験みと取関る連。づけてEl分の 続l
-自響分いのた立場を明硲lこして、分かりゃすい楠成で愈晃文を
か。
-意8盤り分‘見く他。のがの立効立場果場を的へ明にの確伝反にわtし識るてをよE、うE分にりか込、根りんゃjだ!ilすをりい構成で意見文を
具す体る。的に記速した
著書くこと
.1資諭立料きて手やるの。機立器場をや考えを想定して、説得力のある話を絡み 絡すこと
活用して‘分かりゃすく印象的に認す。 聞くこと
口か機。器を活用したり資料の鑓示方f去を工夫したりした
か。
談むこと
読むこと
筏むこと
響くこと
-場面のJii!r，耳や表現の仕方について、自分の考えをまとめ
読むこと
る
..事実の王や笠表述べ方による、読み手に与える印象の違いに 読むこと
つい 主君主ゑのL効一果一l 構成 こついて考えて、文章を推鼓する。 害醤c:と
-子さデまーメざマリまッにトなつをメい出デてしィ筏合アしをう合a使っってて検討討捻しの‘テー マを決め、メリットと
主主見をまとめる。
5間21 
.~惑物意背景い語見たやをを物心作交語情;る換を。なし読、ど自みを分い合のきついきと表すように、f茜写を工夫して
て、え材を料広のげ活る用の仕方などについて 響くこと
考
長り返り
.r僕Jの思いはどのように変わっていったか。
.rぐうちゃんJの考え方や生き方をどのように考えたか。
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広がる学 -どのようにたるし方情て;報去自をを分考検のえ討考‘しえ多てを織取まな姶と方選め法択たでしか憎な。
びへ ロE主義ベめ 報がをら主、義宮め分たのか考。え
-干響情な土い会ど報たに生を作つ活築い品のめてをな中助読がか言みら合し、紹合自い介分う、ヲ。まのると考翠めえ柄方をやま;夫情とめ報、るの多。活機用な方法で多織な方法で愉報を集めよう な 。〉し由、fこ
どの口を付によ伝まつけうとえといにてめため読て文方いた勧み章や事か1言や稽をこ置します絞縄合左〈リのしめっー活た総周ゆ助か函しの言.栂たし成か合をaたっ工た夫書かしき.た手りの
議くこと
見出しを
見方など
生物バがイオ記ロ録ギすンるグ科の学可能性一
‘文説し広か章明け'たのさるれの偶。て特成い徴やるを、内事!jt容実えをると約考。確えの市し方に吉野呂して‘説明の
に淀え、ものの見方や考え方を
‘ー本室表長文者現の、説研明究明のにし対しかすたるかの姿ら特鈴強徴や〈!考感立、えじと方ら'のれはよた、うどかなの。もよのうだなっ言た葉かや。 読むこと
多織な筏 -資多をす裕料登るなi里方す法で発表する材料を集め、住持き手を窓滋して材料
聞口き集が手刊相伝機でめてが手え器き?る土な陛の間たこいど心5かと8こをり判がと使た示で明がっいすき瞬てこよた捕斑賀とうかをに科こ想らなどをれ定んる提たしよな示かう工し多に.夫様わを集怠かしめ方士りた法やか符すでー料材く認を料す致をこ樫と点から
魅プレ力ゼ的ンなテ提ー案シをヨしンよをうする
る。
や{珪器などを効果的に活用し、わかりやすい説明を くこと
メディアと上手に付き合う さまざまなメディアの特徴を知り、適切な情報を選んで 読むこと
ために
主音楽と向 新しい短歌のために 孟調翠考義者星え鍔の主を譲色も器のめのる7見些方やE表-現のしかたなどを読み隊わい 読むこと
言葉の力 ての筆者の意見を読み取り、自分の 読むこと i考
口図芸書館やイン-'jlー ネy卜を利用して、本にE認する情報を
銃を鐙撃か生に活 二年一絡のお薦め三十五儒 -本雑に草草隠すする理る情由報がを伝多わ憾るなよ方法で鎮める。うに、表現や構成を工夫する。 口集推め詳言たすかる。理由が読み手に伝わるように、表現や機成を
読むこと
工夫したか。
作読品みのに取味描構るわか成。うれやてままい場る人優物しのさ描や写温にか売さを目して、人柄や心慨を -登場人物の人柄や心機をどんな錨写に務呂して捉えた盆土1ft などを、表現に即して か。
読むこと
-どの土器商のどんな表浅から、後しさや，孟かさを感じたか。
"I-'のない薬密 ・人父物親のに対言す動るのl意私味jのを思考いえを、人1足柄えや、自心分情のを考捉ええをるも。っ。 -・伝ど父考ん親えなたにた思い対かい内す。出容るかをf私明らj、確の父に思毅すいのるにとた.つんめいなにて人、‘柄どやの心よう情なをこi足とえをたか。 読むこと
どんな点に，主意した
IMlわリの
子輔筆刊かこ口口団円総J者L工安拍気取のの夫調者手幹引書吋主四し元やちき張二た】ゃや方一Bにかか伺的を剛対こ件酪をはし円意が解応て、ど線的しじ1)自たたー 確Xし一かて臨分にム、の書伝t古初い治遣誕たがいる川力やあ時よ、っう体同たにと験国んかと表な斑重現こね明や選て構んど成帥んじをなた. 
中で
伝よ紙えうにたの表い主現i利本や容的構をな明成喜善確をきエに方し夫を、す知気るり持。、ちゃ用件が的濯に伝わる
気持ちを込めて惑こう 手 相手や目的に応じた手紙を 喜善くこと
惑く。
モアイlま諮る一地味の未来 読むこと
織の的
・f考か登場0え人方物を読のみ行取動っやた心か情。から、どのようなものの見方や
読むこと
いにしえ
-ど作ん者なのこもとのにの気晃を方つ・け考てえ文方章にをつ朗い読てし、たかの心を訪 仁和「徒寺fにある法師 どんなことを感じた 読むことねる - 然草」から か。
ー;主務特有の邑楽遣いや調子はどんなと」ろい表れていた
一読む一こ一こ一左とl漢詩のJ!l1費 か。-それぞれの漢詩から、どんな鱗紫や心情を読み取ったか
1:…筆考隣者え逮の方づ絵をけ読画てみ考-の取え見をる方ま。にとつめいsるてし。て 制のも一君はf，{査後の娩餐Jを知っている -どん蓄なの言絵葉函にの務見自方しにてつ筆L者の考自え分方はをど捉う考えたか。か 、自分の知識や体験と -室長 、て、 えたか。
!論理を捉
話パしネ合ルっラて考えを広げンよをうす
デイスカッショ る
-格5し号な会手がやのら発意自表見分者やのな考どえのを役尊広割笠げ安しる、決1iめL、B的に沿っ車て交討・4賞論対する。の発言を比 認断すことくこと
根拠を約ぽにして意見を議こう
-社自を書普会分もく。っの生。意活の中から課題を決めて、情報を室長め、自分の意見
見とその根拠を明確にして、文章構成を工夫して 幾くこと
走れメロス
.j作味考品写品わえをやをうi。も会尭っみ話。‘ に策目して人物像の変化を捉え、作品を読み
登場人物の行動や考え方について、自分の
.[メロス」や行「王動Jの人物え方像にはつどいのてよ、うどにの変よ化うしにたまか。
.[メ口ス」のや考 考えたか。 読むこと
表現のしかたを工夫して議こう !怒想を交流し、 鐙くこと
表つ現めをて克
科学はあなたの中にある -文筆結内章者容びにの付を述読「け科べみて学ら取自」れ分るにた。対の事す考伊るえ!と考を筆まえ者と方めのにる主つ。張いとての、知関i係註やを考えて、 -体験と ・ 読むこと
-互資篠自料いj分紫のやにの考機説考器え明えになすをつど広るいを。げ効て、意文果章見的をに述生活べか用たすしてり。助、自言分をの考えの要点を
話すこと・
一年間の学びを撮り返ろう しTこりしながら、 開饗くこと
くこと
鍵 -言j足葉えの意味を考えながら、作者が符に込めた思いをる。 読むこと i
関係をi居 I"o""~;n..，.，."_，，."'/・8分の意見(l工場)1ー そって投書喜s21l堅苦撃し 卜自分の意見(3工場)1こそって投書Hc惑を響く。ロ|新聞の投議記事を響く i 』 | 喜善くことり起こす| |・「構成の型 l手用いて、文章存型詳し 卜「構成の書記」を用いて、文章を聖書く。口i貯の広場1まちがえやすい 1 ，，" "' ~~~ u=. ~.，，_， ，''''~，-_， ，~~=An+，~ ~ 7 似ト形やまちがえやすい，貯についての理解をト似たおやまちがえやすい，韮字についての理解を深める。.~~漢字 1 ，_.，-'" '~-'/ 'C， ，v =， ，-_v _V ，_~~C ，~W~O 深める。 口 主言語
I." .，_~>" 1.さまざまな方法で集めた情報の中から適切なものを選び、 1，さまざまな方法で集めた情報の中から適切なものを選び|夢を銚ぶ !' s..，~~:.::~).:.~ \..L;;R;:~I_I Fl 'f<<V/"T"IJ'?Jl.S'OJ'd-1JV.l'c!:).o:V'， 、 i談むこと
| | 自分の考え手まとめる。 1 自分の考えをまとめる。 ロ自己をひ l ，ur_O~ .， .M/らく !物誌を読み解く |・言語表現を玖像表現に変換することで、それぞれの
ーメディアの解釈ー |メディアの特牲を知り、解釈を広げる。
，昆字の広場2漢字の成り立ち 1.漢字の成り立ちについての理解を深める。
近代の短歌 H背景や心機存鑓り起こし、芦に出して短歌を読む。
I 構成や展開の特徴を捉え、人物の心情の変化について 1.楠成や展織の特徴を!l!え、人物の心情の変化について
漢字の成り立ちについての途解を深める。 ロ 匿
1Si:の葬伊i表現を晃
感想を交流する。 1 [5怒を交流する。ロ ー |読むこと
・人物の錨写や人称代名問に務包し、その役富1Iや効果 卜人物の治:J3:や人称代名詞に諸国し、その役割や効果1:
つめる について理解を深めるの !ついて淫解を深める。 口
写真から物E捌作する 1:諮位協22tミ鵠説弘?;伝える。語雪2匙h協2奇訟fミ是、で昆拡も苛詮?令:{去JE忌る。 口 i昨繋甑杭くιこ
，漠菓字の広場3;漠葉字の多毅f性生 ト，韮字の多薮性についてi淫里解をi深奈める。 1 漢字の多号室牲について澄解寺深める。 o L~主主ζ主
1.登場人物の言動や心情について話し合い、作品の途解を 1・登場人物の言動や心機について話し合い、作品の理解を
敦盛の最矧一平家物語深める。 1 深める。 口
文章の特徴手生かして朗読し、物認に殺しむ。 ト文章の特徴手生かして朗読し、物語に殺しむ。 ロ
l古人のものの見方や考え方に対して、患分の考えを
読むこと
・古人のものの見方や考え方に対して、自分の考えをもっ。 1
?の意味を日にj)Eえながら読み、筆者の思いを想像す|主主ゐJ昧を正流に捉えながら読み純の思いを i読むこと民主主査の味わい枕草子・徒然主主ー
|懇像する。 口
伝統を見表現を健かめながら1 容について自分の考えを ト表現を確かめながら、内容について自分の考えをいだす I___~_~ ， -~， ，_ .1 ::，:.~.，';:::，"~，~，" _..，，"'--. --..-' ，，-~ 
3二千五百年制、らのメッセージ|まとめる。 Iまとめる。 ロ !読むこと
ー孔子の言葉・文章の特徴を生かしながら音読したり筒唱したりして、 卜文章の特徴を生かしながら音読したり階E尽したりして、
お礼の手紙を聖書く
坊っちゃん
JI(の山富士山
他者と生!ガイアのま日性
きる
;童文の表現に綴れる白 1 ;典文の表現に慣れる。 口
・絡手や毘約lこ応じて、お礼の手紙を惑く。 l'棺手や包約に応じて、お礼の手総を欝く。 口
・「推滋ポイント 1こそって手紙を推滋する。 ト「推直五ポイント iにそって手紙寺捻滋する。 口
著書くこと
・わが罰を代表する作家とその作品についてふれ、近代の | 
小説や物語を読む。 I
読むこと
・富士山の感みについて、筆者の考えを促え、自分の考えを i・2富士山の恵みについて、筆者の考えを促え、El分の考えを
まとめる。 1 まとめる。 口 |談むこと
・取り上げている翠例の縫示の仕方と、伺いと答えの関係を 卜取り上げている事例の提示の仕方と、問いと答えの関係を
確かめながら談む。 I確かめながら読む。 ロ
・自然や知性に対する筆者の考え方について、自分の考え i・El然や知性に対する筆者の考え方について、自分の考え
をまとめる。 Iをまとめる。 ロ i読むこと
・文章の梢成や展開、表現の仕方を確かめながら、筆者の 卜文章の織成や療問、表現の仕方を確かめながら、筆者の | 
考えの穏健を明確にして読むの |考えの根犯を明確にして読む。 口 | 
212いて自分の考えと |喜説話高官iLみお混と上円。 12部品五味Lゐ品鵠佐官る。 G 立
1.筆者の主張に対する意見文を穫し 卜筆者の支5&に対する意見文を警〈。口
意見文を読み合う 1.互いに読み合い、文章の表現手高める。 1.互い!こ読み合l.¥文奪の表現手高める。 口
i-宝章者のものの見方や考え方を捉え、知機や体験と |筆者のものの見方や考え方を!)Eえ、知識や体験と関連 1 
議くこと
l学ぶカ |関連づけて自分の考えをまとめる。 Iづけて自分の考えをまとめる。 ロ i続むこと
自己と対| 1・文章全体と部分との関係や、例示などの効果を捉える何 i・文章全体と部分との関係や、例示などの効果を促えるの ロし一
話する l四コマ漫画から意見文を怒く r宣告23主22221T53ZZM航。 ig総長22221T5124f文ヂ。ロ 恒三
レモン表敬 卜諮りかける言葉に向き合って‘思いと向き合う。~読むこと
漢字の広場4Iiil音の漢字 卜向者の漢字についての理解手深める。 ト同音の渓字についての理解を深めるの 口 !蓋盆
目登場人物や諮り手のものの見方や考え方についての !・登場人物や語り手のものの見方や考え方についての理解 | 
考えを交 |走れメロス派する
役割を決めてお諭する
1言葉1方言と共通話
i言葉2話し霊薬と婆吉富護
lîli*èxf言葉3 敬 ~ß言葉と文||言葉4 怒毅諾・対尊重詰・多経
li苦・同音Eき
l文j去1活用のない8立語
文j圭2;舌用のある§立E童
文;去3付態語のいろいろ
つ享夜函喜花写7
1単元名 i教材名
鉾-j中間
と共に
昔話
逃げることは、ほんとに
ひきょうか
吟味された言葉
d3す・聞く1魅力を伝えよう
プレゼンテーション
サーカスの篤
理解を深め、自分の考えをもっ。 Iを深め、自分の考えをもっ。 ロ |読むこと
・4苗写や人称の使い分けなどに精§し、人物像や心情を 1.犠写や人称の使い分けなどに潜呂し、人物像や心情を | 
君主すうえでの役割|や効果壱捉える。 1 表すうえでの役割jや効果手錠える。 ロ |一一ー-
52Z22222E45J42uzーする。 I詳222!とら昌弘おなすもする。ロ|自在
・方言と共通認の特徴についてま日る。 I方言と共通語の特徴についてま日る。 口 言経
-I3し玄菜と芸書き言葉の、それぞれの特徴手捉える。 ト話し言葉と袋き言葉の、それぞれの特徴存捉える。 口 i言務
敬おのはたらきや特徴について知る。 1 敬語のはたらきや特徴について知る。 口 !室経
日常生町使う言葉をいつもと違った筏点から捉え直す。|誤E7管言葉乞いつもと選った4州、ら |竺
活用のない自立話を理解するの |活用のない自立語を理解する。 口 |言語
・照奮の，舌照と極類・用j去を理解する。 ト照蓄の活用と種類・用法手理解するe ロ |蚤i呈
・{寸緩誌にはと'のようなものがあるのかを知る。 ト付属誌にはどのようなものがあるのか手知る。 ロ |宣i呈
目標
-言葉による成長を考える。
文末表現の特徴と効巣を捉える。
-社会の終を考える。
独自の窓妹を表す表現を従える。
-家族の紳の深まりを考える。
文脈による意味の変化をi足える。
-プレゼンテーシヨンの方法を身につける。
.jl中間と共にある生を考える。
・表現細部のi墨し、から心理を;足える。
-231一
t量り返り !領域
言葉のカ
文末表現の特徴とその効果について考えることができた。
考えるカ 尭むこと
人間にとって紀憾のもつ意味を考えることができた。
知機や筏能
i磁惣におけるテーマの捉え方について知ることができた
言業の力
「勇気jf絞病jなどの言葉の慈昧について考え、l担え直す
ことができた。
考える力
経験に照らしながら、行動の持つ主主味について考えること |読むこと
ができた。
知i誼やf主書E
キーワードから筆者の主張を把握する方法を知ることが
できたα
g菜の力
言葉が文脈の中で独自の意妹を持つことを理解することが
できた。
考える力 |銃むこと
家族の鮮と深まりについて考えることができた。
知識や技能
たとえによる表現のおもしろさについて知ることができた
.学le¥'を凝り返る
次のような観点で学習を娠り返ります。
①プレゼンテーションをしてみて大事だと怒ったことを
五つ惑き出し、特に大事だと思うものから阪に |絡すこと・
並ベてみましょう。 1聞くこと
②なぜその順番で大事だと怒ったのか、説明して 1 
みましょう。
③今後プレゼンテーションをする待に買えをつけたい
ことを惑いてみましょうo
言葉の力
気持ちの変化を表す言葉に務自し、変化を表現に郎して
説明することができた。
考えるカ I!尭むこと
f僕jがサーカスの篤にひかれた耳君臨、主意味について
考えることができた。
知i最や抜書E
一人称の穏り手と人物のi墨いが理解できた。
ワリスマスの仕事 -支え合う待生つを重考層え的るな。-表現の 意味を捉える。
読むこと
短歌十五首 -短歌歌に込めら工れ夫たを忍捉lいえやる情。紫を促える。-短表現の
読むこと
生命ー 命
の交差
-成長E毘の1細主味部を考昧えるす.る地下水 -表の を吟 . 
考知訪そ跨でえi雌れき的るやたをなjカ晶枝.響表能〈現こをとき工がゥ夫でかすきけたるに作.し者ての成ね長らにLついての考えを渓め、
読むこと
、をj足えることが
父のようにはなりたくない -体認織験をか獲ら認得識するまでの変す化について考える。を引き出 方，去をi足える。 言考知体続表葉え箆磁現しる0や0いbをが力筏1表2冨能1現駐なをする獲る電E方得R棄す法をる持lこつといこt二JてEつに理いつ綴ていす考てるえ知とるとこがこ左とでがきでたき.た. 
読むこと
盤t1〈1草lする言葉物il・3寺を作る -想像を膨らませて物語や狩を答〈。 響くこと
情を結報集と袈すEるl!1世情界報をを編続集むすaる世知界
思
幼孫っがち絞ゃむん激(ー石・ー妙坊)っちゃん -小説の見方読み方を学ぶ。 読むこと
HIiをまく人 .j人童頼物関像係をfが足え生るま。れる過程を考える。 読むこと
走れメロス -1視言綴点関を変係えのて動出Iil¥来に事つやい心て情考をえfる足。える。
考知語とこ自え援比と分りるやがべ手なカ設で誌左り能き人のがた物艇b.考みとのえを関るし またでそきれたι.基づいて他のλの臨み
読むことことが
(果、主題との対応について理解する
見若手と像行『発動
花いちもんめ -運政命組に抗技う法生とき特方色について考える。 段むことの を促える。
見iE漁Zすを深・聞めく2対立した立場で意
を るディベートによる討 -意見を深める方法を知り、実践する。 絡間すくこことと
若者が文化を創造する -文化と相は互向のか関を係考をえ整る理。-段落 して続む。 続むこと
源平争乱4拘の歴史話り
一平家路
.1場Eり方に潜登包場して人.物登の場心人情物をの想人像物し像てや朗心読情すをる捉。える。
面ごとの 読むこと
伝の統中一で時
人のt立と人の心のスケッチ -.E筆百者り方のに発務見冒がしよてく、伝筆わ者るのよ発うに見音を読掘すり下る。げる。 読むこと徒然草
-恩;1殺真足君文えし主むでのる内容を自分の知織や経験で織い、生き生きと
論語 よく出てくる字1::;主意して富11読し、漢文の富II~主l、 読むこと
綬
醤く2意見文を書こう -意見を効果的L述べる文章の作り方を知る 書く」と
宮考知オ考写慈え識タダえ真るのやネる左カ銭雷凡ルこ自と在の穫やが思右とでのい19き表に合た現つ出.いの会て遣っ考いたえ 表現するととができた.i目喪撃拶者係の強目艮の写真によせて -状写況真との向き意合箆い表方現をの考遣えしる。 状況にどう向き合ったか、 臨むこと表現と 、や特長を1足える。
について知ることができた
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アラスカとの出会い 他情者成とやの展隣開わのりヱを夫求をめ捉るえ自る己。を考える 0
読むこと
プロセスの建築 -物体考を験え作をるる文。と重量L、うことを通じた社会との関わり!こついて
銭むこと
況世の界中白状で
化する方;去を捉える。
情報と表現2
学菖こそには習粟iしつhをのあてまι怒、力そなでτり明た4ι返に学まる者t習うっ電云をてT子鑑どみJりdA定返なj1っbこょでて左ヨも右宮f手のえ紙かるでこ考し~コえかむて冨のみ元かま本どしLうCょかうと~Jと言葉で伝える手紙とメール
宇宙が叫ぶー焚鎚・歓喜 筆者の発想と表現を貝つめ、芸術創作について考える。 考知聞筆省時立え医震者るやのカ出力開釜発能忽飯時を創E作E間すの富妥議勢ーつをにい従つγえいaる町てこ口考とえがる問でこき~た"h弁. できた
過去を上越2費え・歴る史lEl小惣説の力 歴史を紫材にした創作を読み、震史小説の表現について 考錨歴三歴BえEつ史るやの小力筏作践説能品のi])特徴について考えることができ在一井 の世界 考える。 見主力について考えることができた。
特徴について知ることができた
省ー主主(2年)
単π名 |教材名
防 一n旧…|口目一ロ長込3理ま叉量豊文と解返め当章橋め面らすり人のるれ織吻物。た成と7思うに会しつE事の古いや促交て灯え流一瑚つるを椴かと拠おbをし明心て躍情に人の主し変て人化て自とをの分続!il'1触のみこれ考取合えるいをに
領域
名づけられた薬 読むこと
学びの商〈事
をひら
小さな手袋 読むこと
人でき間るlまの他かの星に住むことが 談むこと
情み報解をく続
資料や機器プをレ効ゼ果ン的子に
活用する テー ション づEH車をもう一度往復しながしてらお学き習まをし娠ょりう返。り、学んだことや気いたことをノー トにメモ
m 話すこと-
くこと
ロ味内f短膏容わ歌霊堂をうのや。捉リ心えズ情るムを。や表表す現語方句jに去な注ど意のし特て徴を理解して、作品の短歌の世界
、短歌の世界を読み 読むこと
こと1;1'を
路く
創読作みた文くなるしくみを工夫する づl3i草をもう一度健認しながしてらお学き習まをし録ょりう返。り、学んだことや気
いたことをノー トにメモ 響くこと
ロ筆考発「伝者え見言方のさJを思れと促いたえを事う、捉表実自現えに分るにつの。務い考自てえし内をて容も、をっ筆読。者みの取もりの、取材した笠に残された伝言
の克方や 銃むこと
視野げをる広
liH童と対 ~liで考えを広げる
目僚をもう一度Iifi'Wしながら学習を彼り返りましよう。 書くこと主張文
自然や人間1に対する、筆者のものの見方や感じ方を
!:t草子・徒然草 綻える。 続むこと
古人の心情を現代の自分たちとの対比の中で読み取る。
「趨訳」に挑戦 書くこと
古典に学
。、
平家物E吉 続むこと
;昆訴の世界 統むこと
動物~でできること 銃むこと
分考析え約るに
異パな才、る立場や考えを尊重して 目療をもう一度確認しながら学習を娠り返りましょう。 ~?iすことルディスカッション I銅くこと
大阿蘇
Dn口ロ口筑締前m窃壷一Z孝み蜘繍の商方取表ごこ人-つ向ると現物.L配続の…Yでて言、法考てき動と臨ごえそのをみとの意をま護効へ平向とめ事療め均をる山を縫るか理.りえ解とそ崎しL… てれ将JぞWれ町こ鋪hののS人偶れ叫物成た間情の景を 読むこと続めみ合をうj菜
走れメロス E亮も、こと
遥人のことば
口仕内達事容人をやた緩生ちみきの方取こにるとば。つに表章れ旦た五も全の三の見方を促え‘
vtむこと
いて
患いを伝
える わ手か紙りやすく、心をこめて審〈 目療をもとう一度確認しながらお学き習まをし振ょりう返。り、学んだことや気 響くことづいたこ をノー トにメモして
対話J$lJを体験しよう 本物らしく演じてみて、どのようなことに気づきましたかu limEすくことと
ロ翁笛の展開や鐙t晶人物のf菌写などに注意して、関係や
ポテト・スープが大好きな1苗
ロ心登情場を人読物みの取雷る動。の愈味を考え、内容を理解する
読むこと
つを考ながり
える
ふ地域るさ情と報を誌見つめilli:す 自療いたをもう一度確認しながらお学き習まをし振ょりう返。り、学んだことや気
書くこと
1泊2すこと・づ ことをノー トにメモして 〈こと
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主材名亙笠主主(3年)
主語冗名 数 i31翠 ;辰り返リ
間:とつのアザミi言葉を態 俳句の読み方‘味わい方 読むこと
俳句を作って句会を関」う 議く」と
Hj 読むこと
|作品を論
百科事典少女 読むこと
E干{萌しながら隆司こう 間認す」と・くこと
絶滅の意味 読むこと
持つ。
文開章をの展
知a文sロ口識い章体τZ文下直たや刈をしS駿ベ章す書し文て書体るをたのき章駿い具文支を己形をた章体検京撃と議式もかにを的み討とをもなによ丁し選返とるり縮寧ぴしに宮よ偶写に自うい成推し分清も換を去構献か書のむエえ民成しり仁した夫てやをのて直り紙しす工表ーし級面い内夫議t肉現函を文容し宮か容で仕をて緩廷.まを位盤上膨やし膨と上いげためb設らげたまり直反ま主かぜし手削主たてをっ主かりひた.きり
考え 構成を工夫し、内容を膨らませてる 編れ集して伝えよう誌 A詩文ま"い瑚章トを「す響向、苦相く。手CEi 響くこと
環境Jのミニ終 捻滋して紙I萄を仕上げる。
黄金の滋風機
-文章を読み比べて、論の進め方や表現l、ついて評考え価をする。
-文章を読み比べて、文傘の内容について自分の 読むこと
-笈文章2をL読み比べて、論の進め方や表現について評価する。
サハラ砂漠の茶会 文章を読みtベて、文章の内容について自分の考えを 読むこと
持つ。
.ltlg平の対象について、綬察・分析したり、比較したり
し口て対、自訟分のな特り徴のを判よ断くを観下察しした、表か現。効果や作り手の窓図を
口観分自点析分をしな決たりめのかてま。ま対終象的をな比判較断しを、下考しえたをか深。めたうえで、
批評の対象について、絞察・分析したり、比較したりして、 's告の進め方をエ夫し、資料を参考にしたり引F目したりし
観察・分析して論じよう批評文 論警説自のい分得た進な力批めりの評方あ半文をるIJ住工を批居読を夫評下みし文す、合を資。っ撃料てしを評参価考しiこしたり引用したりして、 議くこと
、ものの見方や考え方を
検多il的に 深める。
討する
成したか。
.{本内験容やや知話識しを設立Eし、自約や絡手、時間を意識して、話す ロ自をす的適いや切言栂に葉使手をいに選応、ん場じだのたカ話し方を考え、聞き手に分かりゃi昌碩に応じて&3そう 方を考える。
是主諮 状況や祁手に応じた認し方を
話倒すこと・
条件スピーチ 敬語を適切に使い、場の状況や相手に応、じた認し方を くこと
する。
した敏聞かくでよ語きど話手をし正のたし縁しか理く子。使解i二いを応深まじ易めてのて状言も淀らいうや像た紹えd:手やのに補エ応足夫じをた悶し言いた葉か遣lすE 
口 い
万葉・古今・新古今
-和和歌歌:がの詠意世ま味界れやにた使親湾わし紫むれや。て作い者の心情を想像しながら、
る技法に注意して、鑑賞文を 読むこと
伝に統殺文しむ化
おくのほそ道
モ械百宙場ま人E由どEめののやふ抄富言展表現田葉t況録!やの脊と人頭弓作特l間みm者徴関隙tのとわ係忠自ぞい6分3の変をの殺自化従湯考分をえ」元の従こ安つ古文え容い典意てしのにー衰世生'Fd!え界命、るをにれi裂みしむ.
読むこと
3曲H! 読むこと
!む鵠 :を読 故郷 深める。 読むこと
-作情の報品窓をの見読窓をんj殺寺でつと、メn社デ会イアのの中役で割生iにきつる人間について考え、自分
いつものように新聞が届いた いて考えを深める。 読む」と
-話夫口し合論た淫いか点しがを。た明効から果。か的lに展開するように、進行の仕方を工
こし、議論の順序を考えてチャートに盤
話し合い式で討!問論題を解決しよう
. ~iSし合いが効果的に展開するように、進行の仕方を工夫
する。チャー ト
-悶!uiの解決に向けて、お互いの考えを生かし合う。 捌くこと
.¥!.{t、を馳
せる
今時のを越忽えいるを手ま紙とめよう -下中手学惑紙校きにし生また活と手めを紙る振を。り読返みったり将来を展望したりして、思いを 墾くこと
返し、文章を整えて済裂する。
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一一
相社会やとの目関的わにリ応をじ伝たえスよピうー 白す分抱の体験や知織を整理して、料認をす活内用容しをた決りめ話るし。方
手 チを E吉 手や目的を1主i議して、資 を お聞すくこことと・
する 工夫したりする。
-筆説考者明えiのEも科頗つ序学。的やな図ものの使のい見方方にや精考白えして.内容を捉える。月の起源を探る 方について、自分の ・ 読むこと
視を広車主力的な紙面を作ろっ』 ふてさ 設の形態や素材をi怠ぴ、総iIii機成を ま
整える。
f恕いのリレーJに加わろう ・現代のメディアの特徴を知り、情報発信の意殺と注意点を 続むこと
言葉を完機勝伺吋爪νJ司吋白随脇佳位 週『ニL…医批れ者、訴ま俳σすで句もるの《Z言詰世の葉寄見界j生方=三視やつ舌を略しLむ復し.り方のi 表現のしかた伝どを続み味わ 肢むこと
つめる f批評』の言葉をためる ・ 筆者の考えを読み取り、自分 読むこと
読書生活未来の私にEデおザ薦めの本 '._"Il..d--¥...:V.liiJi:w.:z.1舌をi長返り、本との関わり方について 口銃密記録などを娠り返り、自分の銭若手生活について分析
を豊かに読警生活を インしよう ・今考後え読る。みたい本について考えを広げる。 ロ読しみたかたい。本を挙 If、今後の~li寄生活について考えたか。 読む』と i
-比臓や象徴的な表現に務告し、作者のものの見方や ・作者のものの見方や考え方l立、 と.んな表現に表れていた
開 一問の写真によせて 5な2が話ら考え公を深金め、 か。 読むことるる内容と‘現代社会の状，兄を重ね合わせ とωのよつー ら‘内{廿が現代社会の状況に重なると考えたか。
-j晶画や登場人物の絞定に渚目して、 内との容関を読み深める。 現在と回想を対比させた設定から‘どんなことが表現され
読むこと
状況の中
故郷 時代や社会の変化の中で(J)_人と人 わりについて ていたか。で 作品のどんなところに滞自して、社会や人と人との関わりに考えをもっ。
ついて考えたか。
-論説を読み比べ、主張や捻理の展開、表現のしかたを辞価
-t講説説をの読どみの比ようべなる考観え点方にやは議、どのようなものが文あ章っをた甚か。新聞の社説を比較して読もう
・主-一効すつ果主るの互0的話主な主表題1現にi刻する復数の文章を読み、ものの見方や
-社 じ方を生かして 裂いた 続むこと
Jf鹿隠初読をf歌続史典みわのみ的略うこ奪.這文取背わ出章景るうIたを砿警どるや表を語の考現d句Aのえのm訟し使カが備い?ら方や情に作文翁者景目の臨しも符てみの徹、の砲和二ふ見歌議方を自や銭L感みてじ方
か。
君待つと一万菜古今・新古今 ・和それ歌ぞにれどんのな和表歌現にょ詠のま符れ徴た心が情あっやた儲か祭。から、どんなことを 読むこと
いにしえ 感じたか。
の心と~B
rb'l車JI主句、表か現らや、芭文蕉体のにどと.んのような特徴が方あやっ!袋たじか方。をりつ 変革-rおくのほそ道jから -文章や俳 なものの.\'I_7Jt->!(!!;L:15~ j足え 読むこと
たか。
軍医者の考えを表す語句や捻1ilの展開に精巨して、ま殺を
作られた「物語Jを越えて j)Eえる。 -筆者はどのような文手章)1自中での主ど張のを部導分きに出表しれてていいたか。 1mむこと筆者のものの自見分方のや考考ええを方もをっ踏。まえて、人間‘社会、自然 -筆者の主張l立、 たか。
などについて
-社会生活の中か案ら課を題すを見つけ、その解決に向けて
認し合って1皇家をまとめよう 説得力のある縫 る。 認!湖すこと・論旨をIJi'課題解決に向けて会議を1M< -Rilし合いが効果的に展開するように進行を工夫し、渓lfIiの くこと
えて 解決に向けて互いの考えを生かし合う。
社会生活の中から関心のある事柄を決め、観点在立てて
説得力のある文章を警こう 分析し、考えを深める。 響くこと批評文を書く 捻E里の展開や表現のしかたを工夫し、説得力のある文章を
怒し
三年間の学びを綴り返りながら自分の考えを，奈め、4脅成を
容15鍋2すこと・未来へ肉 三年間の歩みを振り返ろう 工夫して容まやと事める、た。 くことかって 学びについて語り合う 発表i均 E蓄し 作品を評価し合い、ものの見方や くこと考え方を深める。
ロ自か分。のものの見方や考え方が深まったか
単冗名 教
笠材名宣出版(3年)
l~り返り IHi減
春に 読むこと
立ってくる春 読むこと
言葉るを探 私 読むこと
広告を批評する 魯くこと
漢字の広場1呉音・;葉音・f苦音 言Ui
f新しい博物学Jの時代 i売むこと
関係きるを生 す誌を附いて自分の表現に生か 認すこと
漢字の広場2熟字詰l 監千三
歴史をひ 無?童館の青春 -13分的のに考応えじをて深本めやた文りす章るなどをロ読み、知織を広げたり、自 li'tむ、こと
らく
情ー報メデをィ編ア集にすひるそしむか意け図ー 問ーの新倒記事・テレビニュースの報道を比較して読む。 読むこと
事f対し歴例て葺す史tのるぼのる葺取自詑復分り夜惚原上古の』容げ意市の共方価見手有やを随直遥もとる面っはへ克.ど方のロの吉0よ工百ラ夫万なをこ吉縫とEえかZ筆者の考えに歴史は失われた過去か 銃煮 IJl起 読むこと
論理つを問 ‘筆1!者Iのま現考代え 術Ja:C'O)j:'jr=IJE ているのか、
文化としての科学技術
毒1イ歴事蝶文育例罷周史章わ詰の的とやをう主m寄背b士張惰い景oの軒たにに。=り注対刻箇つす係L高理をるてるしのjな促話自慶志えが分ロし合らの京筆二緩っ意注者たみ見置事0&3を文し提苔も章起現っ又拠dし.のて特rをー口い徴書1る5を課をd理r号題解コ周をし-共してた有
読むこと
図表などの資料から文章を書く 書くこと
旅へのと患『いお 続むこと
-芭驚 くのほそ道』ー
・古人のたも妓のり;去しのやて見歴、方史自や分的考の背え考景方えをにを理つ深解いめしてなる、。が話らし、合ったり 文章 古人のものの見方や分考のえ考方えにをついて、話し合ったり、文章和歌集歌の・新部古ベ今一和万歌葉集集ー・古今和 和を歌審い 、 J卜|しをょ和AL2郵歌:J):工の三い二、たりして、自 深める。 口 談むこと
の 響きを味わう 技法や皮史的背景を理解しながら、密告を
文化安っ ロ
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なぐ
和歌の2監質文を警〈
よ歴E自を寺哨分史理の味の的解RわZ切表宵し式うなて.現煮や表考を表口幹え高ふ現をまめの問深るえ工めたて夫る話めな。し団こど合口を和い理全歌体解繍の。し震鑑て射の賞暗絹文唱る与をしを書口従作く.品え 口心 脅
書くこと
思索と心情ー，艮狩を味わうー の響き 読むこと
監後の一句 読むこと
;逗初墨字の広i晶3異字ロ釧 -異字問雪1についての理解を深める ロ
重謹銃窪む」と
む』と
故郷
語きり合とう向
読むこと !
自己PR文を続み合う 普くこと
スピー チで学びを1mり返る 誌樹1す」と・くこと
;J!字の広場4四字黙iE
謀総を解決するために話し合う くこと
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はI言E生葉り徒返のりカ成長について筆者の心情を分かりやすく説明する
i領土草
言葉の共有 -言葉1i!:を展共開有のす特る徴ことと3による成足え長るをe考える。-文 効果を捉 読むこと
ケナリも花、サクラも花 -言葉や国を超えたコミュニケーションを考える。 読むこと
幹に、一向社け会て
-表現から人物の思いを捉える。
Water -・仲会間話1の表幹現の・心深理ま表り現を考のえ特る徴。と効果を捉える。
話す-，訊<1世界に屈ける言葉 寅説の仕方を考えて実践する。 2m すこと-パブリック スーピーキング くこと
f盆手 -・歴モチ史ーのフ中のの使生いを方考のえiる皇い。から意味や心耳Eを捉える。 読むこと
輝ける捌 -歴史に蹴効弄果される生を考える。-比輸の を提える。 読むこと
俳句十五首 俳俳句句表現有に込められた思いや情景を捉える。特の表現を捉える。 読むこと
生命一命
の共鳴
存在 自己の意味味をを考促える。-風車IJの1ま える。 読むこと
緩い雨 -・5認2i滋車を力超のえ限た界体に験つをいtてE述考すえるる方。法を捉える。 読むこと
盤くl 批評する玄業 -友達とー 絡に批評の言葉を見つける。 書くこと批評文を書く
言葉の力
少年一海 '!8り手を意i草して読みの絡を広げる。
続むこと
ディズニーランドとしづ型地 {函{車観の正i;;原を仕考方えをる捉。え
-捻耳Eの展開の る。 読むこと
まとめて発表することができた。
運動会 -歴史に原因を求める方法について考える。 考えるカ
銃むこと視点に着目して主強を!)Eえる。
武蔵野次の風景
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-歴史を的踏表ま現えのた深思め考方のを深捉まえりるについて考えるa
-論理 。 読むこと
群来像ー未
への問
L、
認す聞く2 多織な意見の交差
-パネルディスプJツションの方法を知り、実践する。 I問Zすこと・グループーディスカッシヨン くこと
殺しいお魚 -人間の存在にとって、他者との関係とは何かを考える。 続むこと-寂しいという言葉を巡る物絡の4構造を続み取る。
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音読を工夫することが
歌の源流へ一万葉集・古今和 -歌l二詠まれた心情や情景.歌が詠まれた背景を捉える。 考でえきるた力。
読むこと歌集・新古今和歌集 -意味のまとまりや句切れに，主意して音読し、暗唱する。
知二言和で担ES震厳き量業歌令のた盤のに妓カ. 詠笠力向Eま旦やれ丞省た翠薬心孟の情乏尖や盤有情旦に塁愚つ皇い椴室て墨の錠金背え景主るζをこ主と錠主がえ主でる主きこ主たξが. 
発見する言葉ー枕草子 -発見を促し感受性を広げる言葉の力を従える。 考言え采るの力力や富来の共有について体験に却してl足えmす 読むこと.i言葉を共有する喜びを提える。
知こ体識と験や由にf技で即能きしたて。盤き、交流することができた
言;~葉E寺のの力展開を踏まえて音読を工夫することができた。
，菓E寺 .!寺に泳まれた心情や情景、E寺が詠まれた背景を捉える。 考;車え践るに力詠まれた心情やf背景、漢詩の稀策を1足えることが i亮むこと伝統一今 .i寺の情策や心情を想像し、持の展開を踏まえて音読する。
知漢こで燃とき筏やがたの妓で。内能き容たや。般聞についての理解を生かして音読する
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対する筆者の忠いに応える
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音読する。
さについての理解を生かして音読することが
書く2イあをの書と〈きかもしれない
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かかわり
を捉える 引用の仕方を工夫して、説得力のある
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ことIJ'を 句会をひらこう 感想、評(振を活発1:i砦〈
場聞文支加き撃や部取相のでっ品宇騒リたに聞表内よ応の現う容L仕にやて方進生表や行宮か現古刷の止小の肉出仕見り容方出す安をしる構工評のぬ夫成価つすし竹ゐて方話むし自ど方分にをのつ工考い夫えてす方るを. 
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状況に応じて話す力を養う 呂探づをもう一度認認しながら学習おきをま探しりょ返うり。、学んだことや 認鮮iすこと
フックトー ウ 気 いたことをノートにメモしてお くこと
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和~):の世界一万葉集・古今和 読み取る。 取る。
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口語作考評句品価えのをすき伎深るっわめ。かれるけ。方とにし注意して読み、表現の仕方について坊っちゃん
作閣割評見品き価方取を安すやきっ定る考たっめえか内J方Rけ容をとを深し車めて種罪るし伺.たじり作肝者価のL本たやリ文書質おどを読み 口 て 同じ作者の本や文章などを銭み 読むこc:
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